
Abstract

This study aimed to compare food habit of the three marine piscivorous fishes (Japanese 
amberjack, Seriola quinqueradiata; Japanese sea bass, Lateolabrax japonicus; and Japanese 
flounder, Paralichthys olivaceus) using stomach pumping of the 46 specimens via lure fishing 
in shoreline of Tamada district in Hokota City, Ibaraki Prefecture from October to November 
2022. The rate of individuals with vacant stomach (%) varied considerably between Japanese 
amberjack (27.8%) and Japanese flounder (63.6%). All three fishes predominantly preyed upon 
Japanese anchovy, Engraulis japonicus. Slopes of maximum prey size (head length) in Japanese 
anchovy and predator size (Japanese amberjack and Japanese flounder) were positive. 

はじめに

近年，世界の水産資源の重要性は人口増加に伴って高まりつつある。このような状況の中で適切
な資源管理を行うことは，水産資源の持続的利用を将来に亘って確保するだけでなく，海洋生態系
の保全や生物多様性の保全を目的とする上でも重要度が高い課題である。日本の漁業にとっても，
水産資源の持続的な利用は重要かつ喫緊な課題である（水産庁 2016）。
日本の沿岸生態系において，ブリ（Japanese amberjack, Seriola quinqueradiata）やスズキ（Japanese 

sea bass, Lateolabrax japonicus），ヒラメ（Japanese flounder, Paralichthys olivaceus）などに代表され
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る魚食性魚類（以下魚食魚とする）は，一般に栄養段階の高い高次捕食者に位置づけられる。これ
ら魚食魚の漁獲量は近年減少する傾向がみられ，例えば日本のスズキの漁獲量は 2012年では 8,600t
であったのに対し，2021年では 5,700 tにまで減少している（農林水産省 2022）。茨城県においても，
県内重要魚種に指定されているヒラメの漁獲量は 1973年（582 t）以降次第に減少し，1983年に
117tにまで落ち込んだが，種苗生産技術の進展に伴って人工種苗のヒラメが大量に入手できるよう
になり，同県では 1981年から人工種苗を用いたヒラメ稚魚の標識放流実験を行なっている（二平
ほか 1988）。これらの魚食魚は我々の食生活とも馴染みが深い魚種であるため，彼らの漁獲量の減
少を防ぎ，持続的に利用可能な漁業を実現することは大変重要である。
ブリやヒラメなどの魚食魚は，養殖漁業や栽培漁業の対象魚種となる場合が多いため，天然水域
における彼らの食性の把握を通じて，摂餌効率の向上に伴う成長や生産量の増加が期待される。こ
のため，日本の各地ではブリやヒラメなどの沿岸性魚食魚の食性に関する研究は多くある（三谷 
1958a，1958b；畑中・関野 1962；宮原ほか 1995；山田ほか 1998；片山ほか 2007；Tomiyama and 
Kurita 2011）。いっぽう，茨城県沿岸における先行研究では，標識放流したヒラメやスズキの再捕
率や成長，行動様式などについて明らかにされている（髙瀬 1982；二平ほか 1988；小松 2006）が，
天然水域におけるこれら魚食魚の食性に着目した研究はまだ少ない。魚食魚の食性は餌料生物の資
源量の変動による影響を受けることが指摘されている（三谷 1958a）ため，当該地域における魚食
魚の食性の知見は，その地域の養殖漁業や栽培漁業における給餌などの場面にも資することが期待
される。
そこで本研究は，茨城県沿岸におけるブリ，スズキ，ヒラメの海産魚食魚 3種に着目し，彼らの

食性を明らかにすることを目的とした。

材料と方法

本研究は茨城県鉾田市玉田地区で魚食魚採集調査を行った（図 1）。当該地区は，大洗岬から南
南東に緩やかな弓状の曲線を描いて利根川河口に至る緩傾斜砂浜海岸である，鹿島灘海岸の北部に
位置する（久保 1989）。

 

図１ 本調査地点の位置図（⾚枠で囲った範囲）及び⽟⽥地区の⾵景
（2022年６⽉23⽇撮影）
（地図は地理院地図（電⼦国⼟Web）https://maps.gsi.go.jp
より引⽤）

図 1　本調査地点の位置図（赤枠で囲った範囲）及び玉田地区の風景（2022年 6月 23日撮影）
（地図は地理院地図（電子国土Web）https://maps.gsi.go.jpより引用）
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本調査に先立ってストマックポンプの有用性を検証するため，春季から夏季（概ね 6－ 9月）に
かけて胃内容物調査の予備調査を行った。予備調査では，1）胃内へ水を送った後，水と共に胃内
容物を吸い取る形と，2）胃内へ多量の水を送り，水を逆流させることで胃内容物を吐き出させる
形の二つの形について検証した。この結果から，より有用性が高かった後者を本研究ではストマッ
クポンプとして採用した。
本調査は 2022年 10月 1日から 2022年 11月 30日までの 2ヶ月間（61日間）のうち，38日間行った。

採集調査は，砂浜からのルアーフィッシング（10.75ftの釣竿を用い，砂浜から沖に向かって 100m
程度ルアー（疑似餌）を投げ，魚食魚を採集）によって行った。いずれの調査も安全面に考慮し
て，周辺域の状況を見わたすことができる日中（午前 4:00－ 10:00）に採集を行なった。採集した
魚食魚は，吉野（1997）を用いて魚種を同定後，湿重量（以下体重とする）を電子天秤（高森コー
キ株式会社 world boss：DWP-005）で 100gの精度で測定するとともに，メジャーを用いて体サイ
ズを 0.5cmの精度で測定した。スズキとブリに関しては，予備調査で尾鰭の先端が欠損した個体が
見られ，この部位の欠損の有無による全長の測定には個体間で差異が出ると考えられたため，尾鰭
欠損による測定への影響が少ない尾叉長を体サイズとして測定した。ヒラメに関しては鰭の欠損も
少なく，個体差の影響も大きくないとみなされた事から，体サイズとして全長を測定した。体サイ
ズと体重を測定した後に，ストマックポンプを用いて魚食魚の胃内に水を送り，吐き戻しをさせる
ことによって胃内容物を採集した。ストマックポンプは，マルハチ産業の蓄圧式噴霧器マイスター
（容量：2L，型番：No2260）に別途長さ 35cmの延長ノズル（噴出口直径：6mm）を付け，魚の内
蔵を傷つかないように噴出口周りを薄いゴムで覆った後，胃に水を送り込む形のものを自作した（図
2）。

ストマックポンプの水を胃内へ流し込み，胃から水の逆流が始まってから 30秒ほどで胃内容物
を採集することができた（関 未発表）ため，胃からの水の逆流開始から概ね 30秒後までの間に吐
き戻された胃内容物を採集した。その際に胃内容物を採集することができなかった個体を，本研究

図2 本研究で使⽤したストマックポンプ
（撮影⽇：2023年1⽉3⽇）

図 2　本研究で使用したストマックポンプ
（撮影日：2023年 1月 3日）
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では空胃個体とした。全ての採集個体は，胃内容物採集後に調査地の海域に放流した。
胃内容物はポリボトルに入れて持ち帰った後，吉野（1997）を用いて魚種を同定するとともに

種ごとに個体数を計数したうえで，デジタルノギス（シンワ測定：型番 19976）を用いて各個体の
頭長を 0.01㎜の精度で測定した（図 3）。測定箇所を頭長とした理由は，魚食魚の胃内の消化酵素
によって内容物の一部が消化されている場合が多く（図 3），頭部はその中でより原型を留めてい
る箇所と考えられたためである。

魚食魚採集時における気象条件を評価するため，調査日（38日間）を 1）魚食魚を採集できた日（18
日間）と 2）魚食魚を採集できなかった日（20日間）とに二分した。次に調査地に近い鹿嶋（茨城県）
の各日の平均風速（m/s）の値（気象庁 https://www.data.jma.go.jp/stats/etrn/index.php），および鹿
島港（茨城県）の各日の平均有義波高（m）の速報値（国土交通省港湾局 全国港湾波浪情報網ナウファ
ス https://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/index.html）のデータをそれぞれ入手した。これらのデー
タに基づいて，魚食魚が採集できた日と採集出来なかった日の平均風速と平均有義波高の比較およ
び両変数の相関について，それぞれwelchのt検定（両側）及び無相関の検定（Pearsonの相関係数r）
を用いて有意性を検証した。
空胃個体と非空胃個体との体サイズの違いを検証するため，魚食魚種ごとにMann-Whitney のU
検定を行った。次に魚食魚の体サイズと体重との関係について，本研究は先行研究（角田 1979）
に倣い，体サイズ（L）と体重（W）の値をアロメトリー式（W＝aLb）に当てはめて，その回帰
式と決定係数（R2）を算出した。魚食魚の体サイズとその胃内の被食魚の頭長（魚食魚の胃内か
ら採集できた被食魚種ごとの最大個体を代表値として用いた）との関係について，Spearmanの順
位相関係数（rs）を用いて相関分析を行った。これらの統計解析にはR version 4.3.0（R Core Team 
2023）を用いた。

結果

調査日全体において，各日の平均風速（2.26m/s ± 0.87 SD，範囲：1.1－ 4.4m/s）と日平均有
義波高（1.76m ± 0.56 SD，範囲：0.56－ 2.84m）との間には有意な正の相関が認められた（無
相関の検定，r＝ 0.411，p=0.010，n＝ 38，図 4）。魚食魚を採集できた日の平均風速（1.89m/s ± 
0.48 SD，範囲：1.1m－ 3.2m/s，n=18）は，採集できなかった日の値（2.59m/s ± 1.02 SD，範

図3 胃内容物の頭⻑の測定箇所（⾚線で⽰された部分を測定）
左側：ウルメイワシ（2022年10⽉22⽇撮影）
右側：カタクチイワシ（2022年11⽉5⽇撮影）

図 3　胃内容物の頭長の測定箇所（赤線で示された部分を測定）
左側：ウルメイワシ （2022年 10月 22日撮影）
右側：カタクチイワシ（2022年 11月 5日撮影）
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囲：1.1m－ 4.4m/s，n=20）よりも有意に小さかった（Welchの t 検定（両側），t=2.71，df=27.57，
p=0.011）。平均有義波高についても，魚食魚を採集できた日の値（1.41m ± 0.51 SD，範囲：0.56
－ 2.60m，n=18）は，採集できなかった日の値（2.07m ± 0.40 SD，範囲：1.43－ 2.84m，n=20）
よりも有意に小さかった（Welchの t 検定（両側），t=4.34，df=32.25，p=0.00013）。
平均風速と平均有義波高との間の相関係数について，魚食魚の採集成否の場合ごとに分けてみる
と，採集できた日（r=0.26，n=18），採集できなかった日（r=0.27，n=20）ともに正の相関を示したが，
その相関係数は有意ではなかった（無相関の検定，採集できた日：p=0.30，採集できなかった日：
p=0.26）。日平均風速が 3.2m/s，日平均有義波高が 2.09mをともに超える日では，魚食魚を採集で
きなかった（図 4）。

本調査では，ブリ，スズキ，ヒラメの 3種を計 46個体採集した。ブリが最も採集個体数が多く（18
個体），次いでスズキ（17個体），ヒラメ（11個体）の順であった。魚食魚 3種における体サイズ
と体重の回帰について，3種とも体サイズ（L）と体重（W）のアロメトリー式 Ｗ＝aLbに当ては
めることができ，3種の体サイズと体重の回帰式の決定係数（R2）は 0.9067－ 0.9754の範囲であっ
た（図 5）。 
魚食魚 3種の空胃個体の比率は，ブリ（5/18個体：27.8%）とスズキ（6/17個体：35.2%）では
比較的低く，底生のヒラメ（7/11個体：63.6%）は他の 2種と比べて相対的に高かった。スズキで
は空胃個体（48.3cm ± 3.6 SD，範囲：44.5－ 54.5cm，n=6）と非空胃個体（60.7cm ± 6.4 SD，範囲：
51.5－ 71.0cm，n=11）の体サイズに有意差が認められた（Mann-Whitney U検定，p=0.0021）。ブ
リとヒラメの２種では，空胃個体（ブリ：45.5cm ± 5.3 SD，範囲：38.5－ 51.0cm，n=5；ヒラメ：
44.4cm ± 12.1 SD，範囲：30.0－ 66.5cm，n=7）と非空胃個体（ブリ：41.4cm ± 3.8 SD，範囲：
34.5－ 47.5cm，n=13；ヒラメ：46.5cm ± 9.2 SD，範囲：37.5－ 56.5cm，n=4）の体サイズに有
意差は見られなかった（Mann-Whitney U検定，ブリ：p=0.10，ヒラメ：p=0.79）。
本調査では，種が同定できたカタクチイワシ（Japanese anchovy, Engraulis japonicus），ウルメイ
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ワシ（round herring, Etrumeus micropus），マイワシ（Japanese sardine，Sardinops melanostictus）の
イワシ類 3種以外にイワシ類の稚魚（シラス）やイカ類も採集された。しかし採集された全 46個
体中，シラスはブリ 2個体（いずれもシラスのみ捕食），イカ類はヒラメ 1個体（イカ類のみ捕食）
のみで確認されたことに加えて，いずれの分類群とも体サイズが小さく，頭長の測定が困難だった
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図 5　魚食魚 3種（a：ブリ，b：スズキ，c：ヒラメ）の
体サイズと体重の回帰直線と回帰式
（　：空胃個体，　：非空胃個体）
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ことから，これらの餌料生物のみを捕食していた魚食魚 3個体（ブリ 2個体，ヒラメ 1個体）を
胃内容物組成の解析対象から除外した。魚食魚の胃内容物組成に占める割合（当該被食魚種の個
体数/被食魚の全個体数）は，いずれもカタクチイワシが最も高かった（ブリ：72％（18/25個体），
スズキ：52％（13/25個体），ヒラメ：100％（4/4個体），図 6）。カタクチイワシ以外の魚種として，
ブリはウルメイワシ（28％，7/25個体），スズキはウルメイワシ（20％．5/25個体）とマイワシ（28％，
7/25個体）をそれぞれ捕食していた（図 6）。
魚食魚 3種の体サイズとその胃内から採集されたカタクチイワシの頭長の相関係数の傾きは，
ブリとヒラメでは正，スズキでは負であったが，相関係数はいずれも有意ではなかった（ブリ：
Spearmanの順位相関係数rs=0.37，n=8，p=0.37，スズキ：rs=－ 0.26，n=6，p=0.66，ヒラメ：
rs=0.50，n=3，p=1.0，図 7a－c）。ブリとスズキの体サイズとウルメイワシの頭長の相関係数の傾
きはともに正であり，ブリの体サイズとウルメイワシの頭長との間には有意な正の相関が認められ
た（ブリ：rs=0.89，n=6，p=0.03，スズキ：rs=0.80，n=4，p=0.33，図 7a, b）。スズキの体サイズ
とマイワシの頭長との間の相関係数の傾きは負であったが，その相関係数は有意ではなかった（rs=
－ 0.40，n=4，p=0.75，図 7c）。
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考察

調査日（38日間）における各日の平均風速と日平均有義波高との間には有意な正の相関が認め
られ，魚食魚を採集できなかった日（20日間）の平均風速と平均有義波高は，採集できた日（18
日間）よりも有意に大きかった。波浪の発達を評価する際には，風速だけでなく吹送時間と吹送
距離も考慮する必要がある（高野 2011）が，平均風速や平均有義波高の上昇を伴う天候の悪化は，
沿岸からのルアーフィッシングによる魚食魚採集の成否に影響を及ぼしていることが示唆される。
ルアーフィッシングは，風や波浪の影響を大きく受けるため，ルアーをつなぐ糸が風に煽られてし
まうことにより，魚からのアプローチを感じづらくなる事やルアーの飛距離が落ちてしまうこと
が起きる（高橋 2021）。このため，平均風速や平均有義波高が相対的に高かった日に魚食魚の採集
ができなかった可能性がある。また天候条件の悪化による沿岸部への影響は，水深が浅い水域ほ
ど大きくなる（福濱 2007）。特に茨城県鉾田市の調査地付近の沿岸は遠浅の地形をしており（久保 
1989），岸に近い沿岸域は風速や有義波高の増加を伴う天候条件の悪化による影響をより受けやす
いと考えられる。このため，魚食魚自体がルアーフィッシングをおこなえる範囲（海岸線から概ね
100mまで）の沿岸域からルアーの届かない沖合に移動したため，魚食魚を採集できなかった可能
性も考えられる。
本研究対象とした魚食魚 3種の胃内容物組成は，どの種もカタクチイワシを捕食している割合

が高かった。このことから，茨城県鉾田市の調査地付近における魚食魚の主な捕食対象魚種はカタ
クチイワシであることが示唆される。他の水域においても，ブリやヒラメなどの魚食魚における
主な捕食対象魚種がカタクチイワシであることが報告されている（宮原ほか 1995；竹野 2010；森 
2015）。もっとも本研究の調査期間は，秋季の 2ヶ月間（10－ 11月）に限られている。ブリ胃内
の食餌構成種の季節的変化を調査した三谷（1958a）は，胃内容物の重量比に基づく主な食餌構成
種が春季（3－ 5月）ではカタクチイワシとマイワシ，夏季（6－ 8月）と秋季（9－ 11月）では
マアジ（Trachurus japonicus），冬季（12－ 2月）ではマアジ，スルメイカ（Todarodes pacificus），
イワシ類というように季節によって大きく異なることを指摘している。また福島県の常磐海域にお
けるヒラメは周年，カタクチイワシを主に摂食するが，カタクチイワシを利用できない時期に福島
県の北部では主にイカナゴ（Ammodytes personatus）を摂食することが報告されている（Tomiyama 
and Kurita 2011）。これらのことから，カタクチイワシが通年的に当該地区における魚食魚の主な
捕食対象魚種であるかについては更なる調査が必要である。
本研究における魚食魚の空胃率は，3種間で大きな差異が見られ，ブリで最小値（27.8％），ヒ
ラメで最大値（63.6％）を示した。この結果は各魚食魚の食性，摂食行動や生息場所利用様式の違
いに因るものと考えられる。ブリの幼若年魚は，高年魚よりも成長のためのエネルギー源をより必
要とするために摂餌行動が盛んであり，空胃率が低いことが報告されている（三谷 1958b）。本研
究で採集されたブリの体サイズ（尾叉長：34.5cm－ 51.0cm）の範囲は，三谷（1958b）で示され
た幼若年魚の体サイズの範囲（体長：10－ 50cm）に概ね該当することから，本研究におけるブリ
の低い空胃率（27.8％）は，幼若年魚の高い摂餌活性を反映したものと考えられる。
本研究におけるスズキの空胃率は 35.2％であった。スズキの空胃率は体サイズの増加に伴って

上昇し，松島湾のスズキの空胃率は 0歳魚（体長 1.8－ 12.9cm）で 9.4％，1歳魚（体長 17.6－
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27.0cm）で 41.2％に達することが報告されている（畑中・関野 1962）。本研究で採集されたスズキ
の尾叉長（範囲：44.5－ 71.0cm）は，5歳以上の成魚（尾叉長 50cm以上：加藤・池上 2004）に
概ね該当すると考えられる。スズキは概ね全長 15cmを超えると魚食性の傾向が強まり，成長に伴っ
て食物の体サイズも増大するため，より大型となる成魚では空胃率が高くなると考えられる（畑中・
関野 1962；本多ほか 1997；橋本・中臺 2021）。いっぽう荒川下流沿岸域でルアーフィッシングに
よるスズキ（尾叉長：19.9－ 66.1cm）の胃内容物を調査した橋本・中臺（2021）は，スズキの空
胃率に性差（雄：25.0％，雌：61.0％）があることを指摘している。また，東京湾におけるスズキ（全長：
37.0－ 76.5cm）の胃内容物調査をおこなった森（2015）は，採集方法によるスズキの空胃率の相違（ル
アーフィッシング：31.8％，巻き網：14.3％）を報告している。スズキの空胃率の評価にあたっては，
体サイズや発育段階に加えて性別や採集方法による違いも検証する必要があると考えられる。
ヒラメの空胃率（63.6％）は，本研究対象とした魚食魚 3種の中で最も高かった。生活史の初期
段階で変態をおこなうヒラメは，発育段階ごとに特定の餌生物に比較的依存する狭食性の魚種であ
り，浮遊期には尾虫類やカイアシ類，着底直後にはアミ類を主要な餌料とし，その後魚類を専食す
ることが知られている（桑原・鈴木 1982；南 1982；山田ほか 1998）。全長 5cm以上に成長したヒ
ラメの多くは魚食性に転換し，全長 20cm以上のヒラメは主にカタクチイワシやイカナゴの若・成
魚を中心に摂餌する（山田ほか 1998；竹野 2010）。本研究で採集されたヒラメの体サイズ（全長
30－ 66.5cm）の範囲は，魚類を専食する未成魚もしくは成魚の発育段階（北川ほか 1994；竹野
2010）にあることが示唆される。ヒラメの摂食は，待ち伏せ（潜砂）状態から，餌料生物への飛
びつき，捕獲直後の着底という一連の行動で構成される（輿石 1988）。このため，餌生物を探索し
ながら遊泳する他の魚食魚 2種に比べて，餌生物となる魚類にヒラメが遭遇する頻度は相対的に低
い状況となることが示唆される。さらにヒラメが魚類を摂食する場合，被食魚はアミ類より分布密
度が低く，逃避能力も高いと推測されることから，摂食に要するコストは高くなるが１個体の摂食
で得られる利益は大きいと考えられる（輿石 1988）。本研究で見られたヒラメの高い空胃率は，待
ち伏せ型の摂餌特性を反映していると考えられる。
ブリとヒラメの体サイズと胃内のカタクチイワシの頭長，およびブリとスズキの体サイズと胃内
のウルメイワシの頭長との間の相関係数の傾きはいずれも正であり，そのうちブリの体サイズとウ
ルメイワシの頭長との間には有意な正の相関が認められた。魚食魚とその胃内の被食魚との体サイ
ズの間に見られる同様の傾向は，シイラ科（シイラCoryphaena hippurus；坂本・谷口 1993），カレ
イ科，カジカ科，ケムシカジカ科，メルルーサ科，ニベ科，オオスズキ科，アンコウ科，タラ科，
ガンギエイ科，ツノザメ科などの他の魚食性魚種（Scharf et al. 2000）においても報告されている。
この現象が生じる背景として，魚食魚は自身の体サイズに見合った上限サイズの魚類を餌料生物と
して選択することで，単位体重当たりの獲得カロリーが相対的に高い効率的な摂餌をおこなうこと
ができ，エネルギー獲得の面で有利になるためと考えられる（宮原ほか 1995；山田ほか 1998）。
本研究において明らかにされた天然水域における海産魚食魚 3種の食性は，養殖業における餌料

生物の選定や栽培漁業における種苗放流時期や場所など選定する上での一助となるものと考えられ
る。
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